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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
青色、紫色、黄色、赤色及び橙色の５色の有機顔料の中から選択された２色以上の有機顔
料を組合せて疑似黒色化したブラックマトリックス用着色組成物であって、
前記有機顔料は、少なくとも、青色顔料、黄色顔料及び紫色顔料を含有し、
前記青色顔料として、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１６及びＣ．Ｉ．ピグメントブルー７９
のいずれかを含有し、
前記黄色顔料として、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１
７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７６、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８５及びＣ．
Ｉ．ピグメントイエロー２１３のいずれかを含有し、
前記紫色顔料として、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２９及びＣ．Ｉ．ピグメントバイ
オレット２３のいずれかを含有し、
更に、顔料分散剤、下記一般式（１）及び／又は（２）で表される顔料分散助剤、バイン
ダー樹脂、並びに、有機溶剤を含有する
ことを特徴とするブラックマトリックス用着色組成物。
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【化１】

〔式中、Ｘ及びＹは、同一若しくは異なって、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＮＯ２、ＣＨ３又はＯＣ
Ｈ３で置換されていてもよいフェニル基を表す。Ｍは、Ｈ、Ｎａ、Ｋ、ＮＨ４又はＮＲ１

Ｒ２Ｒ３Ｒ４（Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、同一若しくは異なって、他の置換基で置換
されていてもよい炭素数１～１０の飽和若しくは不飽和の脂肪族炭化水素基、又は、他の
置換基で置換されていてもよい炭素数６～１０の芳香族炭化水素基を表す。）を表す。ｍ
は、１以上の整数を表す。〕
【請求項２】
Ｘが２，５－ジクロロフェニル基であり、Ｙがフェニル基である請求項１記載のブラック
マトリックス用着色組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、高絶縁性、低誘電率で、光学濃度が高い新規なブラックマトリックス用着色組
成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
液晶表示素子のカラーフィルターに設けられた赤色、緑色及び青色画素の端部近傍には、
色の重なった部分や着色されていない部分があり、この部分を光が透過すると、ディスプ
レイ上に映る画像のコントラストの低下や色のにじみの現象が起こる。そこで、これらの
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現象が起こらないように、上記画素の端部近傍には光の透過を防止するブラックマトリッ
クスが形成される。そして、従来、種々の黒色着色剤と樹脂を配合して得られた黒色組成
物を用いて、ブラックマトリックスを形成する研究が進められている。
【０００３】
ブラックマトリックスでは、光の透過を防止する機能が基本性能となるため、とりわけ、
光の遮蔽効果の高い黒色着色剤としてカーボンブラックを用い、また、顔料分散剤、アル
カリ可溶性樹脂、光重合性化合物、光重合開始剤、有機溶剤を含むブラックマトリックス
用レジスト組成物が利用されている（例えば、特許文献１、特許文献２参照）。
【０００４】
ところで、ブラックマトリックスの形成には、赤色、緑色及び青色の画素パターンと共に
カラーフィルター側に形成させる方法と、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）アレイ基盤側に形
成させる方法等があり、後者の方法は各画素パターンの開効率を上げることができるとい
う利点を有する。
しかし、ＴＦＴアレイ基盤側にブラックマトリックスが設けられた場合は、直接、ブラッ
クマトリックスが画素電極及びＴＦＴに接触するため、該ブラックマトリックスには、高
絶縁性、低誘電率が要求される。
【０００５】
そうすると、導電性を有するカーボンブラックをそのまま使用したブラックマトリックス
用レジスト組成物では、高い絶縁性や低誘電率の皮膜を形成することができない。そこで
、この問題を解決するために、本出願人は、絶縁性材料であるカルボジイミド化合物で表
面を被覆処理したカーボンブラックを、ブラックマトリックス用レジスト組成物に利用す
る技術を提案している（例えば、特許文献３、特許文献４参照）。この方法により、ブラ
ックマトリックスの絶縁性はある程度改善されるが、最近ではさらに高絶縁性タイプのも
のが要求されており、カーボンブラックを利用した系では実現は相当に困難である。
【０００６】
それに対して、有機顔料は高い絶縁性を有し、また、色の混合により黒色の色相とする（
疑似黒色化）ことも可能である。この様な性能を利用した、有機顔料、顔料分散剤、アル
カリ可溶性樹脂、光重合性化合物、光重合開始剤、有機溶剤からなる擬似黒色化した色相
のブラックマトリックス用レジスト組成物の使用（例えば、特許文献５、特許文献６参照
）も提案されている。しかしながら、複数の有機顔料を使用する場合は、顔料表面の特性
が異なることなどに起因して、良好な分散性が得られにくいといった問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－０８２９０８号公報
【特許文献２】特開２０００－２２７６５４号公報
【特許文献３】国際公開ＷＯ０３／０７６５２７号
【特許文献４】国際公開ＷＯ０４／０００９５０号
【特許文献５】特開平０４－０１３１０６号公報
【特許文献６】特開平０９－３０２２６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明の課題は、含有する有機顔料の分散性に優れ、高絶縁性、低誘電率で、光学濃度が
高い新規なブラックマトリックス用着色組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明者らは、鋭意検討した結果、疑似黒色化するために複数の有機顔料を使用する際に
、顔料分散剤と、特定の顔料分散助剤で分散させることにより、良好な顔料分散性が得ら
れ、上記の課題を全て解決することを見出し、本発明を完成するに至った。
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【００１０】
すなわち、本発明は、青色、紫色、黄色、赤色及び橙色の５色の有機顔料の中から選択さ
れた２色以上の有機顔料を組合せて疑似黒色化したブラックマトリックス用着色組成物で
あって、上記有機顔料は、少なくとも、青色顔料、黄色顔料及び紫色顔料を含有し、上記
青色顔料として、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１６及びＣ．Ｉ．ピグメントブルー７９のい
ずれかを含有し、上記黄色顔料として、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー１７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７６、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１８５及びＣ．Ｉ．ピグメントイエロー２１３のいずれかを含有し、上記紫色顔料とし
て、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２９及びＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３のい
ずれかを含有することを特徴とするブラックマトリックス用着色組成物に関する。
【００１１】
また、本発明のブラックマトリックス用着色組成物は、更に、顔料分散剤、下記一般式（
１）及び／又は（２）で表される顔料分散助剤、バインダー樹脂、並びに、有機溶剤を含
有する。
【００１２】
【化１】

【００１３】
〔式中、Ｘ及びＹは、同一若しくは異なって、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＮＯ２、ＣＨ３又はＯＣ
Ｈ３で置換されていてもよいフェニル基を表す。Ｍは、Ｈ、Ｎａ、Ｋ、ＮＨ４又はＮＲ１

Ｒ２Ｒ３Ｒ４（Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、同一若しくは異なって、他の置換基で置換
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されていてもよい炭素数１～１０の飽和若しくは不飽和の脂肪族炭化水素基、又は、他の
置換基で置換されていてもよい炭素数６～１０の芳香族炭化水素基を表す。）を表す。ｍ
は、１以上の整数を表す。〕
【００１４】
また、本発明のブラックマトリックス用着色組成物は、上記Ｘが２，５－ジクロロフェニ
ル基であり、Ｙがフェニル基であることが好ましい。
【００１５】
ブラックマトリックス用着色組成物（以下、単に「着色組成物」ともいう）について更に
詳細に説明する。
本発明の着色組成物は、有機顔料、顔料分散剤、顔料分散助剤、バインダー樹脂及び有機
溶剤を含むものであり、以下、先ずその構成材料について説明する。
【００１６】
＜着色組成物の構成材料＞
（有機顔料）
本発明の着色組成物は、青色、紫色、黄色、赤色及び橙色の５色の有機顔料の中から選択
された２色以上の有機顔料を組合せることにより、擬似黒色化された色相を有するもので
ある。ここで「擬似黒色化された色相」とは、理想的には黒色であるが、液晶表示素子の
カラーフィルターに用いられるブラックマトリックスとして許容される色相であれば良い
。例えば、ブラックマトリックス自体に赤色の色相がみられる場合、画像表示装置上に形
成される画像は赤みを帯びてしまうことになる。したがって、ブラックマトリックスとし
ては、余分な色みが付加されないよう、基本的には無彩色であることが必要となる。さら
に、ブラックマトリックスから光が漏れると、画像のコントラストが低下することから、
各色光を全て吸収するという点で、上記の通り黒色が理想的である。しかし、完全な無彩
色でなくても、画像に余分な色みが付加されない色相の範囲であればよく、また、コント
ラストを維持するために必要な光を吸収できる色相は、擬似黒色化された色相の範囲に含
まれるものである。
さらに、本発明において、上記「擬似黒色化された色相を有するブラックマトリックス用
着色組成物」としては、具体的には、例えば、上記５色の有機顔料の中から２色以上の有
機顔料を組合せて、後述するブラックマトリックス用レジスト組成物を調製したときに、
該ブラックマトリックス用レジスト組成物を、スピンコーターにて膜厚１μｍとなるよう
にガラス基板上に塗布し、ベタ部のみで形成したブラックレジストバターンについて、マ
クベス濃度計（ＴＤ－９３１、マクベス社製）を用いて測定した、光学濃度（ＯＤ値）が
１．３５以上であることが必要である。
【００１７】
その一つの目安として、総有機顔料に対する各色相の有機顔料の比率（質量比）が、好ま
しくは、以下の範囲であれば、概ね擬似黒色化した色相ということができる。
（青色の有機顔料）／（黄色の有機顔料＋橙色の有機顔料）／（赤色の有機顔料＋紫色の
有機顔料）＝（３０～６０％）／（２５～５０％）／（５～４０％）
【００１８】
本発明の着色組成物は、有機顔料として、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１６、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントブルー７９、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー
１３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７６、Ｃ．Ｉ
．ピグメントイエロー１８５、及び、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー２１３からなる群より
選択される少なくとも１種（以下、特定の有機顔料ともいう）を含有する。本発明の着色
組成物は、上記特定の有機顔料を含有することで、粘度が低粘度のものとなり、色相及び
光学濃度も優れたものとなる。
上記特定の有機顔料は、上記した総有機顔料に対する各色相の有機顔料の比率（質量比）
を満たすように少なくとも１種含有されていることが好ましい。
【００１９】
本発明においては、上記特定の有機顔料の他に、他の有機顔料を含有することができる。
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上記他の有機顔料としては、特開２０１１－１１８３６７号公報に記載されている公知の
ものが使用できる。
青色の有機顔料に属する顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントブルー１５：４、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６及びＣ．Ｉ．ピグメントブ
ルー６０からなる群より選択される少なくとも１種を挙げることができる。
紫色の有機顔料に属する顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９及び／又は
Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３を挙げることができる。
黄色の有機顔料に属する顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー８３、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー１１０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０、Ｃ
．Ｉ．ピグメントイエロー１５１、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５４、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントイエロー１５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０及びＣ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１８１からなる群より選択される少なくとも１種を挙げることができる。
橙色の有機顔料に属する顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３８、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントオレンジ４３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６
９、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７１及びＣ．Ｉ．ピグメントオレンジ７３からなる群よ
り選択される少なくとも１種を挙げることができる。
赤色の有機顔料に属する顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１６６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７
９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２４２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２２４、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド２５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２６４及びＣ．Ｉ．ピグメントレッド２
７２からなる群より選択される少なくとも１種を挙げることができる。
本発明においては、上記特定の顔料から選ばれる２種以上を組合せて疑似黒色化したもの
、又は、少なくとも１種の上記特定の顔料と少なくとも１種の上記他の有機顔料とを組合
せて擬似黒色化したものであることが好ましい。
【００２０】
疑似黒色化を得るための好ましい有機顔料の組合せとしては、青色の有機顔料と、黄色の
有機顔料及び橙色の有機顔料から選ばれる少なくとも１種との組合せが好ましく、更に、
これらの有機顔料と、赤色の有機顔料及び紫色の有機顔料から選ばれる少なくとも１種と
の有機顔料の組合せが好適である。具体的な各色の有機顔料に属する顔料の組合せとして
は、例えば、青色顔料としてのＣ．Ｉ．ピグメントブルー１６と黄色顔料としてのＣ．Ｉ
．ピグメントイエロー２１３、１８５、１７６、１７４及び１３から選ばれる少なくとも
１種と紫色顔料としてのＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３の組合せや、青色顔料とし
てのＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６と黄色顔料としてのＣ．Ｉ．ピグメントイエロー
１７６と紫色顔料としてのＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット２９との組合せや、青色顔料
としてのＣ．Ｉ．ピグメントブルー７９と黄色顔料としてのＣ．Ｉ．ピグメントイエロー
１８５と紫色顔料としてのＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３との組合せ等を挙げるこ
とができる。
【００２１】
本発明の着色組成物においては、さらに必要に応じて、他の色相の顔料を併用しても良い
。特に光の遮蔽効果の高いＣ．Ｉ．ピグメントブラック７（カーボンブラック）などを、
絶縁性が低下しない範囲で併用すると、より薄い皮膜のブラックマトリックスを設けるこ
とができる。
【００２２】
本発明において有機顔料の使用量（上記特定の有機顔料と上記他の有機顔料との合計量）
は、本発明の着色組成物の全固形分１００質量％中２０～９０質量％であることが好まし
い。２０質量％未満であると、充分に光の遮蔽効果を有するブラックマトリックスを形成
できないことがある。一方、９０質量％を超えると、有機顔料の分散性が低下し均一な分
散体とすることができないことがある。上記有機顔料の使用量のより好ましい下限は４０
質量％、より好ましい上限は７０質量％である。
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【００２３】
（顔料分散剤）
本発明の着色組成物は、有機顔料を分散させるために顔料分散剤を用いることが好ましい
。
上記顔料分散剤としては、カラーフィルター用着色組成物で使用されている高分子顔料分
散剤が使用でき、例えば、以下のものが挙げられる。
（１）ポリアミン化合物（例えば、ポリアリルアミン、ポリビニルアミン、ポリエチレン
ポリイミン等のポリ（低級アルキレンアミン）等）のアミノ基及び／又はイミノ基と、遊
離のカルボキシル基を有するポリエステル、ポリアミド及びポリエステルアミドからなる
群より選択される少なくとも１種との反応生成物（特開２００１－５９９０６号公報）、
（２）分子内にポリエステル側鎖、ポリエーテル側鎖及びポリアクリル側鎖からなる群よ
り選択される少なくとも１種の側鎖を有するカルボジイミド系化合物（国際公開ＷＯ０３
／０７６５２７号公報、国際公開ＷＯ０４／０００９５０号公報）、
（３）ポリ（低級）アルキレンイミン、メチルイミノビスプロピルアミン等の低分子アミ
ノ化合物と、遊離のカルボキシル基を有するポリエステルとの反応生成物（特開昭５４－
３７０８２号公報、特開平０１－３１１１７７号公報）、
（４）ポリイソシアネート化合物のイソシアネート基に、メトキシポリエチレングリコー
ル等のアルコール類やカプロラクトンポリステル等の水酸基を１個有するポリエステル類
、２～３個のイソシアネート基反応性官能基を有する化合物、イソシアネート基反応性官
能基と第３級アミノ基とを有する脂肪族又は複素環式炭化水素化合物を順次反応させてな
る反応生成物（特開平０２－６１２号公報）、
（５）アルコール性水酸基を有するアクリレートの重合物にポリイソシアネート化合物と
アミノ基を有する炭化水素化合物とを反応させた反応生成物、
（６）低分子アミノ化合物にポリエーテル鎖を付加させてなる反応生成物、
（７）イソシアネート基を有する化合物にアミノ基を有する化合物を反応させてなる反応
生成物（特開平０４－２１０２２０号公報）、
（８）ポリエポキシ化合物に遊離のカルボキシル基を有する線状ポリマー及び２級アミノ
基を１個有する有機アミン化合物を反応させた反応生成物（特開平０９－８７５３７号公
報）、
（９）片末端にアミノ基と反応し得る官能基を有するポリカーボネート化合物とポリアミ
ン化合物との反応生成物（特開０９－１９４５８５号公報）、
（１０）メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、プロピルメタクリレート、ブチ
ルメタクリレート、ステアリルメタクリレート、ベンジルメタクリレート、メチルアクリ
レート、エチルアクリレート、プロピルアクリレート、ブチルアクリレート、ステアリル
アクリレート、ベンジルアクリレート等のメタクリル酸エステル及びアクリル酸エステル
から選択される少なくとも１種と、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－メチロール
アミド、ビニルイミダゾール、ビニルピリジン、アミノ基とポリカプロラクトン骨格を有
するモノマー等の塩基性基含有重合性モノマーの少なくとも１種と、スチレン、スチレン
誘導体、その他の重合性モノマーの少なくとも１種との共重合体（特開平０１－１６４４
２９号公報）、
（１１）３級アミノ基、４級アンモニウム塩基等の塩基性基を有するブロックと塩基性官
能基を有していないブロックとからなるアクリル系ブロック共重合体等（特開２００５－
５５８１４号公報の明細書中に記載のアクリル系ブロック共重合体の説明欄等）、
（１２）ポリアリルアミンにポリカーボネート化合物をマイケル付加反応させて得られる
顔料分散剤（特開平０９－１９４５８５号公報）、
（１３）ポリブタジエン鎖と塩基性窒素含有基とをそれぞれ少なくとも１つ有するカルボ
ジイミド系化合物（特開２００６－２５７２４３号公報）、
（１４）分子内にアミド基を有する側鎖と、塩基性窒素含有基とをそれぞれ少なくとも１
つ有するカルボジイミド系化合物（特開２００６－１７６６５７号公報）、
（１５）エチレンオキサイド鎖とプロピレンオキサイド鎖を有する構成単位を有し、且つ
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四級化剤により四級化されたアミノ基を有するポリウレタン樹脂（特開平１０－２４６８
１２号公報、特願２００８－１６４０４号）、
（１６）分子内にイソシアヌレート環を有するイソアネート化合物のイソシアネート基と
、分子内に活性水素を有し、かつ、カルバゾール環及び／又はアゾベンゼン骨格を有する
化合物の活性水素基とを反応させて得られる化合物であって、該化合物の分子内の、イソ
シアヌレート環を有するイソシアネート化合物に由来するイソシアネート基と、イソシア
ネート基と活性水素基との反応により生じたウレタン結合及び尿素結合との合計に対する
カルバゾール環とアゾベンゼン骨格との数が１５～８５％である顔料分散剤（特願２００
９－３３０８３６号）、
（１７）顔料親和性基を有するセグメントとバインダー相溶性基を有するセグメントとか
らなるアクリル系ブロック共重合体（ビックケミー・ジャパン（株）ウェブページの技術
資料の湿潤分散剤の欄参照）。
【００２４】
上記顔料分散剤の使用量は、使用する全有機顔料１００質量部に対して、１～２００質量
部が好ましく、より好ましい下限は１質量部、より好ましい上限は６０質量部である。顔
料分散剤の使用量が１質量部未満では、顔料分散性が低下する場合がある。一方、全有機
顔料１００質量部に対して２００質量部を超える場合は、現像性が低下する等のおそれが
ある。
【００２５】
（顔料分散助剤）
本発明の着色組成物において、上記有機顔料を分散させるために顔料分散助剤を用いるこ
とが好ましい。
上記顔料分散助剤としては、上記一般式（１）及び／又は（２）で表される化合物である
ことが好ましい。顔料分散時に、この顔料分散助剤と顔料分散剤とを併用することにより
、着色組成物において、優れた流動性、分散安定性を得ることができる。また、上記着色
組成物をブラックマトリックス用レジスト組成物として使用した場合、高い光学濃度を得
ることが可能となる。
【００２６】
上記一般式（１）、（２）中、Ｘ及びＹは、同一若しくは異なって、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｎ
Ｏ２、ＣＨ３又はＯＣＨ３で置換されていてもよいフェニル基を表す。Ｍは、Ｈ、Ｎａ、
Ｋ、ＮＨ４又はＮＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４を表す。
上記一般式（１）、（２）の「ＮＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４」（Ｍ）に関して、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３

及びＲ４は、同一若しくは異なって、他の置換基で置換されていてもよい炭素数１～１０
の飽和若しくは不飽和の脂肪族炭化水素基、又は、他の置換基で置換されていてもよい炭
素数６～１０の芳香族炭化水素基を表す。ここで、上記飽和若しくは不飽和の脂肪族炭化
水素基としては、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブ
チル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、オクチル基、デシル基
等のアルキル基；ビニル基、アリル基、１－ブテニル基等のアルケニル基；エチニル基、
プロピニル基等のアルキニル基等が挙げられる。上記芳香族炭化水素基としては、フェニ
ル基、ナフチル基等が挙げられる。また、上記他の置換基としては、水酸基、ハロゲン、
カルボキシル基、アミノ基、低級アルキル基（炭素数１～５）等が挙げられる。
なお、上記Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、１個が他の置換基で置換されていても、２個以
上が他の置換基で置換されていてもよい。
更に、上記一般式（１）、（２）の「ｍ」は１以上の整数である。
【００２７】
上記化合物（顔料分散助剤）において、上記一般式（１）で表される化合物がエノール型
、上記一般式（２）で表される化合物がケト型の互変異性体であり、上記顔料分散助剤に
は両化合物が含まれる。即ち、上記顔料分散助剤には、上記一般式（１）又は（２）で表
される化合物の場合、及び、上記一般式（１）及び（２）で表される化合物の両方からな
る場合のいずれも含まれる。
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【００２８】
上記顔料分散助剤は、例えば、下記式（３）～（３０）のモノアゾ化合物を濃硫酸、発煙
硫酸、クロルスルホン酸又はそれらの混合液に溶解し、室温ないし８０～９０℃に加熱し
、次いで多量の水で希釈して得た懸濁液を濾過後、水洗し、得られたフィルターケーキを
乾燥、粉砕して製造することができ、市販品は存在しない。
【００２９】
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【００３０】
これらの顔料分散助剤の中でも、良好な流動性と分散安定性を有するとともに、光学濃度
がより高いレベルにあるブラックマトリックス用レジスト組成物を得ることができる点か
ら、上記一般式（１）及び／又は（２）のＸが２，５－ジクロロフェニル基であり、Ｙが
フェニル基である下記一般式（３１）で表される化合物（上記式（３）のモノアゾ化合物
を用い、上記製法等により得られる化合物：エノール型）及び／又は下記一般式（３２）
で表される化合物（上記式（４）のモノアゾ化合物を用い、上記製法等により得られる化
合物：ケト型）が好適である。
【００３１】
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【化３】

【００３２】
上記顔料分散助剤の使用量は、全有機顔料１００質量部に対して、通常３０質量部以下が
好ましい。顔料分散助剤の使用量が上記範囲を超えても、顔料分散効果がそれ以上向上さ
れない傾向にある。より好ましい下限は０．１質量部、より好ましい上限は２０質量部で
ある。
なお、有機顔料を分散させるために好適に用いられる分散助剤としては、上記一般式（１
）及び／又は（２）で表される化合物であるが、他の顔料分散助剤も併用可能である。例
えば、青色顔料を使用する場合は、青色顔料の分散助剤としてフタロシアニン誘導体を使
用し、他の色の有機顔料の分散助剤として上記一般式（１）及び／又は（２）で表される
化合物を使用することもできる。
【００３３】
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（バインダー樹脂）
本発明の着色組成物は、バインダー樹脂を含有することが好ましい。
上記バインダー樹脂としては、熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂、アルカリ可溶性樹脂、光重
合性化合物（光重合性樹脂、光重合性不飽和結合を分子内に１個以上有するモノマー、オ
リゴマー等）等が挙げられる。これらは単独又は２種以上混合して用いることができる。
【００３４】
上記バインダー樹脂は、上記着色組成物の全固形分１００質量％に対して、使用するバイ
ンダー樹脂の合計量で好ましくは５～９４質量％、より好ましい下限は１０質量部、より
好ましい上限は５０質量％である。
【００３５】
上記熱硬化性樹脂や熱可塑性樹脂としては、例えば、ブチラール樹脂、スチレン－マレイ
ン酸共重合体、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニ
ル－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、フェノール樹脂、ポリ
エステル樹脂、アクリル系樹脂、アルキッド樹脂、スチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム
系樹脂、環化ゴム、エポキシ樹脂、セルロース類、ポリブタジエン、ポリイミド樹脂、ベ
ンゾグアナミン樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂等が挙げられる。
【００３６】
上記光重合性化合物としての光重合性樹脂としては、水酸基、カルボキシル基、アミノ基
等の反応性の置換基を有する線状高分子にイソシアネート基、アルデヒド基、エポキシ基
等を介して、（メタ）アクリル化合物、ケイヒ酸等の光架橋性基を導入した樹脂が用いら
れる。スチレン－無水マレイン酸共重合物やα－オレフィン－無水マレイン酸共重合物等
の酸無水物を含む線状高分子をヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート等の水酸基を有
する（メタ）アクリル化合物によりハーフエステル化した重合物も用いられる。
【００３７】
上記光重合性化合物としての光重合性不飽和結合を分子内に１個有するモノマーとしては
、メチルメタクリレート、ブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、
メチルアクリレート、ブチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート等のアルキ
ルメタクリレート又はアクリレート；ベンジルメタクリレート、ベンジルアクリレート等
のアラルキルメタクリレート又はアクリレート；ブトキシエチルメタクリレート、ブトキ
シエチルアクリレート等のアルコキシアルキルメタクリレート又はアクリレート；Ｎ，Ｎ
－ジメチルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート等
のアミノアルキルメタクリレート又はアクリレート；ジエチレングリコールエチルエーテ
ル、トリエチレングリコールブチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル等
のポリアルキレングリコールアルキルエーテルのメタクリル酸エステル又はアクリル酸エ
ステル；ヘキサエチレングリコールフェニルエーテル等のポリアルキレングリコールアリ
ールエーテルのメタクリル酸エステル又はアクリル酸エステル；イソボニルメタクリレー
ト又はアクリレート；グリセロールメタクリレート又はアクリレート；２－ヒドロキシエ
チルメタクリレート又はアクリレート等が挙げられる。
【００３８】
上記光重合性化合物としての光重合性不飽和結合を分子内に２個以上有するモノマーとし
ては、ビスフェノールＡジメタクリレート、１，４－ブタンジオールジメタクリレート、
１，３－ブチレングリコールジメタクリレート、ジエチレングリコールジメタクリレート
、グリセロールジメタクリレート、ネオペンチルグリコールジメタクリレート、ポリエチ
レングリコールジメタクリレート、ポリプロピレングリコールジメタクリレート、テトラ
エチレングリコールジメタクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、ペ
ンタエリスリトールトリメタクリレート、ペンタエリスリトールテトラメタクリレート、
ジペンタエリスリトールテトラメタクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサメタクリ
レート、ジペンタエリスリトールペンタメタクリレート、ビスフェノールＡジアクリレー
ト、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレー
ト、ジエチレングリコールジアクリレート、グリセロールジアクリレート、ネオペンチル
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グリコールジアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリプロピレング
リコールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリメチロールプ
ロパントリアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトー
ルテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジペンタエリスリ
トールヘキサアクリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート等が挙げられる
。
上記アルカリ可溶性樹脂については、後述のフォトリソグラフィー法のブラックマトリッ
クス用レジスト組成物のところで詳述する。
【００３９】
（有機溶剤）
本発明の着色組成物は、有機溶剤を含有することが好ましい。
上記有機溶剤としては、具体的には、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレン
グリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレ
ングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレ
ングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレ
ングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレング
リコールメチルエチルエーテル等のエーテル系有機溶剤；エチレングリコールモノメチル
エーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリ
コールモノブチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテ
ート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート等のエーテルエステル系有機
溶剤；メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、δ－ブチロラクト
ン等のケトン系有機溶剤；２－ヒドロキシプロピオン酸メチル、２－ヒドロキシプロピオ
ン酸エチル、２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオン酸エチル、３－メチル－３－メトキ
シブチルプロピオネート、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロピオン酸
エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、エトキシ
酢酸エチル、ヒドロキシ酢酸エチル、蟻酸ｎ－アミル等のエステル系有機溶剤；メタノー
ル、エタノール、イソプロピルアルコール、ブタノール等のアルコール系溶剤；Ｎ－メチ
ルピロリドン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等の含窒
素系有機溶剤等を例示できる。これらは、単独で又は２種以上を混合して使用することが
できる。
【００４０】
本発明の着色組成物は、上述した有機顔料に加え、上記顔料分散剤、上記顔料分散助剤、
上記バインダー樹脂及び上記有機溶剤から主として構成されていることが好ましい。これ
らの成分は、着色組成物中、通常９０～１００質量％を占める。
【００４１】
（必要に応じて添加できる添加剤）
着色組成物の製造法に応じて、光重合開始剤、熱重合禁止剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤
等の各種添加剤を適宜使用することができる。上記光重合開始剤としては、例えば、後述
するものを挙げることができる。
【００４２】
＜着色組成物の製造方法＞
以上の材料を用いて着色組成物を製造する方法の例を説明する。
〔製造方法〕
（個々有機顔料を分散した後、疑似黒色化となるように有機顔料を混色）
有機顔料、顔料分散剤、顔料分散助剤、有機溶剤、必要に応じてバインダー樹脂、更に必
要に応じて補色顔料、その他の添加剤からなる混合物を得る。得られた混合物を、ロール
ミル、ニーダー、高速攪拌装置、ビーズミル、ボールミル、サンドミル、超音波分散機、
高圧分散機等の各種分散機を用いて、混練し、分散処理し、有機顔料分散組成物を得る。
同様にして、他の有機顔料の顔料分散組成物を得る。
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次いで、得られた各顔料分散組成物を疑似黒色化となるように配合し、必要に応じてバイ
ンダー樹脂、有機溶剤、その他の添加剤を加えて、高速撹拌機等の撹拌装置を用いて均一
に混合した後、フィルターで濾過し、本発明の着色組成物を得る。上記製造方法において
、バインダー樹脂は、顔料分散組成物の作製時に加えることができる。また、顔料分散組
成物を作製後、着色組成物の作製時に加えることもできる。
【００４３】
（共分散）
各顔料を疑似黒色化となるように配合した混色有機顔料、顔料分散剤、顔料分散助剤、有
機溶剤、必要に応じてバインダー樹脂、更に必要に応じて補色顔料、その他の添加剤から
なる混合物を得る。得られた混合物を、ロールミル、ニーダー、高速攪拌装置、ビーズミ
ル、ボールミル、サンドミル、超音波分散機、高圧分散機等の各種分散機を用いて、混練
し、分散処理し、顔料分散組成物を得る。
次いで、得られた顔料分散組成物に、必要に応じてバインダー樹脂、有機溶剤、その他の
添加剤を加えて、高速撹拌機等の撹拌装置を用いて均一に混合した後、フィルターで濾過
し、本発明の着色組成物を得る。上記製造方法において、バインダー樹脂は、顔料分散組
成物の作製時に加えることができる。また、顔料分散組成物を作製後、着色組成物の作製
時に加えることもできる。
【００４４】
次に、本発明の着色組成物をフォトリソグラフィー法のブラックマトリックス用レジスト
組成物（以下、単に「レジスト組成物」ともいう）として用いる例について説明する。
上記レジスト組成物としては、有機顔料として疑似黒色化した混色有機顔料、顔料分散剤
、顔料分散助剤、バインダー樹脂、光重合開始剤及び有機溶剤から主として構成され、上
記バインダー樹脂としてアルカリ可溶性樹脂及び光重合性化合物を含むものを挙げること
ができる。
【００４５】
＜レジスト組成物の構成材料＞
（有機顔料）
有機顔料としての疑似黒色化した混色有機顔料は、上記着色組成物で記載したものと同じ
ものを使用する。
有機顔料の使用量は、レジスト組成物の全固形分１００質量％に対して、使用する有機顔
料の合計量で好ましくは２０～９０質量％、より好ましい下限は４０質量％、より好まし
い上限は７０質量％である。
【００４６】
（顔料分散剤）
顔料分散剤としては、上記着色組成物で記載したものと同じものを使用する。
上記レジスト組成物において、顔料分散剤の使用量は、使用する全有機顔料１００質量部
に対して、通常１～２００質量部が好ましく、より好ましい下限は１質量部、より好まし
い上限は６０質量部である。顔料分散助剤の使用量が１質量部未満では、顔料分散性が低
下する場合がある。一方、使用する全有機顔料１００質量部に対して、２００質量部を超
える場合は、現像性が低下するおそれがある。
【００４７】
（顔料分散助剤）
顔料分散助剤としては、上記着色組成物で記載したものと同じものを使用する。
上記レジスト組成物において、顔料分散助剤の使用量は、使用する全有機顔料１００質量
部に対して、通常３０質量部以下が好ましく、より好ましい下限は０．１質量部、より好
ましい上限は２０質量部である。顔料分散助剤の使用量が上記範囲を超えても、顔料分散
効果がそれ以上向上されない傾向にある。
【００４８】
（バインダー樹脂としてのアルカリ可溶性樹脂）
アルカリ可溶性樹脂としては、有機顔料に対してバインダーとして作用し、かつカラーフ



(18) JP 6235239 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

ィルターを製造する際に、その現像処理工程において用いられる現像液、特に好ましくは
アルカリ現像液に対して可溶性を有するものであれば、特に限定されるものではない。な
かでも、カルボキシル基を有するアルカリ可溶性樹脂が好ましく、特に、１個以上のカル
ボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体と他の共重合可能なエチレン性不飽和単量体
との共重合体が好ましい。
【００４９】
具体的には、アクリル酸、メタクリル酸等のカルボキシル基を有するエチレン性不飽和単
量体と、カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体と共重合可能なスチレン、２－
ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、アリルアクリレ
ート、アリルメタクリレート、ベンジルアクリレート、ベンジルメタクリレート、シクロ
ヘキシルアクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、グリセロールモノアクリレート
、グリセロールメタクリレート、Ｎ－フェニルマレイミド、ポリスチレンマクロモノマー
及びポリメチルメタクリレートマクロモノマーからなる群より選択される少なくとも１種
のエチレン性不飽和単量体との共重合体を挙げることができる。
【００５０】
上記共重合体の酸価としては、５０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇが好ましい。この場合、酸価
が５０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満では、レジスト組成物のアルカリ現像液に対する溶解性が低下
する傾向がある。一方３００ｍｇＫＯＨ／ｇを超えると、アルカリ現像液に対する溶解性
が過大となり、アルカリ現像液により現像する際に、着色層の基板からの脱落や着色層表
面の膜荒れを来たしやすくなる傾向がある。
なお、本発明書においては、酸価は理論酸価であり、カルボキシル基を有するエチレン性
不飽和単量体とその使用量に基づいて算術的に求めた値をいう。
【００５１】
上記レジスト組成物において、アルカリ可溶性樹脂の重量平均分子量は、通常、１０００
～１０万が好ましい。アルカリ可溶性樹脂の重量平均分子量が１０００未満では、アルカ
リ現像剤に対する溶解性が上がり現像特性が低下する場合がある。一方、１０万を超える
場合は、有機溶剤への溶解性が低下し、レジスト組成物の粘度が高くなる場合がある。
なお、上記アルカリ可溶性樹脂の重量平均分子量は、ＧＰＣに基づいて得られるポリスチ
レン換算の重量平均分子量である。本発明において、装置としてはＷａｔｅｒ　２６９０
（ウォーターズ社製）、カラムとしては　ＰＬｇｅｌ　５μ　ＭＩＸＥＤ－Ｄ（Ｐｏｌｙ
ｍｅｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ社製）を用いる。
【００５２】
上記レジスト組成物において、アルカリ可溶性樹脂の使用量は、使用する全有機顔料１０
０質量部に対して、通常、１０～１０００質量部が好ましく、より好ましい下限は１０質
量部、より好ましい上限は５００質量部である。この場合、アルカリ可溶性樹脂の使用量
が１０質量部未満では、例えば、アルカリ現像性が低下したり、未露光部の基板上あるい
は遮光層上に地汚れや膜残りが発生するおそれがある。一方、１０００質量部を超えると
、相対的に着色剤濃度が低下するため、薄膜として目的とする光学濃度を達成することが
困難となるおそれがある。
【００５３】
（バインダー樹脂としての光重合性化合物）
光重合性化合物としては、光重合性不飽和結合を分子内に１個以上有するモノマー、オリ
ゴマー等で、上記着色組成物で記載したものと同じものを使用する。
これらの光重合性化合物は、単独で又は２種以上を組合せて用いることができる。光重合
性化合物の使用量は、上記レジスト組成物中の全固形分１００質量％に対して、好ましく
は３～５０質量％の範囲である。
【００５４】
（光重合開始剤）
光重合開始剤としては特に限定されず、例えば、ベンゾフェノン、Ｎ，Ｎ′－テトラエチ
ル－４，４′－ジアミノベンゾフェノン、４－メトキシ－４′－ジメチルアミノベンゾフ
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ェノン、ベンジル、２，２－ジエトキシアセトフェノン、ベンゾイン、ベンゾインメチル
エーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、ベンジルジメチルケタール、α－ヒドロキシ
イソブチルフェノン、チオキサントン、２－クロロチオキサントン、１－ヒドロキシシク
ロヘキシルフェニルケトン、ｔ－ブチルアントラキノン、１－クロロアントラキノン、２
，３－ジクロロアントラキノン、３－クロル－２－メチルアントラキノン、２－エチルア
ントラキノン、１，４－ナフトキノン、１，２－ベンゾアントラキノン、１，４－ジメチ
ルアントラキノン、２－フェニルアントラキノン、２－メチル－１［４－（メチルチオ）
フェニル］－２－モルフォリノプロパン－１－オン、トリアジン系光重合開始剤等が挙げ
られる。これらは単独又は２種以上を併用して用いることができる。
上記光重合開始剤の使用量は、上記レジスト組成物中の全固形分１００質量％に対して、
好ましくは１～２０質量％の範囲である。
【００５５】
（有機溶剤）
上記レジスト組成物で使用する有機溶剤としては、好ましくは、常圧（１．０１３×１０
２ｋＰａ）における沸点が１００～２２０℃のエステル系有機溶剤、エーテル系有機溶剤
、エーテルエステル系有機溶剤、ケトン系有機溶剤、芳香族炭化水素系有機溶剤、含窒素
系有機溶剤等を挙げることができる。沸点が２２０℃を超える有機溶剤を多量に含有して
いると、塗布形成された塗膜をプレベークする際に有機溶剤が充分に蒸発せずに乾燥塗膜
内に残存し、乾燥塗膜の耐熱性が低下するおそれがある。また、沸点１００℃未満の有機
溶剤を多量に含有していると、ムラなく均一に塗布することが困難になり、表面平滑性に
優れた塗膜が得られなくなるおそれがある。
好ましい溶剤としては、具体的には、上記の有機溶剤と同様のものが挙げられる。
【００５６】
これらの有機溶剤の中でも、溶解性、分散性、塗布性等の点で、ジエチレングリコールジ
メチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル、エチレングリコールモノ
メチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロ
ピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、
２－ヒドロキシプロピオン酸エチル、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオネート、
３－メトキシプロピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、蟻酸ｎ－アミル等
が好ましく、より好ましくは、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートであ
る。
【００５７】
更に、これらの有機溶剤は、上記アルカリ可溶性樹脂の溶解性、顔料分散性、塗布性の点
から、上記レジスト組成物中、５０質量％以上含有させることが好ましく、７０質量％以
上含有させることがより好ましい。
【００５８】
上記レジスト組成物としては、有機顔料、顔料分散剤、顔料分散助剤、アルカリ可溶性樹
脂、光重合性化合物、光重合開始剤及び有機溶剤から主として構成されるものが挙げられ
、これらの成分は、レジスト組成物中、通常９０～１００質量％を占める。
【００５９】
（必要に応じて添加できる添加剤）
上記レジスト組成物には、必要に応じて、熱重合禁止剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤等の
各種添加剤を適宜使用することができる。
【００６０】
＜レジスト組成物の製造方法＞
以上の材料を用いてレジスト組成物を製造する方法の例を説明する。
〔製造方法〕
（個々分散した後、所定の疑似黒色化となるように配合）
有機顔料、顔料分散剤、顔料分散助剤、有機溶剤、必要に応じてアルカリ可溶性樹脂、補
色顔料、その他の添加剤からなる混合物を得る。得られた混合物を、ロールミル、ニーダ
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ー、高速攪拌装置、ビーズミル、ボールミル、サンドミル、超音波分散機、高圧分散機等
の各種分散機を用いて、混練し、分散処理し、顔料分散組成物を得る。同様にして、他の
有機顔料の顔料分散組成物を得る。
次いで、得られた各顔料分散組成物を疑似黒色化となるように配合し、光重合性化合物、
光重合開始剤、必要に応じてアルカリ可溶性樹脂、有機溶剤、その他の添加剤を加えて、
高速撹拌機等の撹拌装置を用いて均一に混合した後、フィルターで濾過し、レジスト組成
物を得る。上記製造方法において、アルカリ可溶性樹脂は、顔料分散組成物の作製時に加
えることができる。また、顔料分散組成物を作製後、レジスト組成物の作製時に加えるこ
ともできる。
【００６１】
（共分散）
各顔料を疑似黒色化となるように配合した混色有機顔料、顔料分散剤、顔料分散助剤、有
機溶剤、必要に応じてアルカリ可溶性樹脂、更に必要に応じて補色顔料、その他の添加剤
からなる混合物を得る。得られた混合物を、ロールミル、ニーダー、高速攪拌装置、ビー
ズミル、ボールミル、サンドミル、超音波分散機、高圧分散機等の各種分散機を用いて、
混練し、分散処理し、顔料分散組成物を得る。
次いで、得られた顔料分散組成物に、光重合性化合物、光重合開始剤、必要に応じてアル
カリ可溶性樹脂、有機溶剤、その他の添加剤を加えて、高速撹拌機等の撹拌装置を用いて
均一に混合した後、フィルターで濾過し、レジスト組成物を得る。上記製造方法において
、アルカリ可溶性樹脂は、着色組成物の作製時に加えることができる。また、着色組成物
を作製後、レジスト組成物の作製時に加えることもできる。
【発明の効果】
【００６２】
本発明者等は、有機顔料として疑似黒色化となるように配合した混色有機顔料を使用し、
顔料分散時に、特定の顔料分散助剤（特定のモノアゾ化合物をスルホン化して得られる顔
料分散助剤等）を顔料分散剤と併用して使用することにより、流動性や分散安定性に優れ
、且つ、高い光学濃度が得られる効果を見出した。
【発明を実施するための形態】
【００６３】
以下に実施例を挙げて本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例のみに限
定されるものではない。なお、特に断りのない限り、「％」は「質量％」を意味し、「部
」は「質量部」を意味する。
【００６４】
＜顔料＞
Ｐ．Ｙ．２１３（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー２１３）
Ｐ．Ｙ．１８５（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８５）
Ｐ．Ｙ．１７６（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７６）
Ｐ．Ｙ．１７４（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７４）
Ｐ．Ｙ．１３（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３）
Ｐ．Ｙ．１３９（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９）
Ｐ．Ｙ．８３（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー８３）
Ｐ．Ｏ．６４（Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６４）
Ｐ．Ｒ．２５４（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４）
Ｐ．Ｖ．２９（Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２９）
Ｐ．Ｖ．２３（Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３）
Ｐ．Ｂ．７９（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー７９）
Ｐ．Ｂ．１６（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１６）
Ｐ．Ｂ．１５：４（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：４）
Ｐ．Ｂ．１５：６（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６）
【００６５】
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＜顔料分散剤＞
ソルスパース２４０００（会社名：アビシア社製）
ＢＹＫ－ＬＰＮ－２１３２４（会社名：ビックケミー社製、顔料親和性基を有するセグメ
ントとバインダー相溶性基を有するセグメントとからなるアクリル系ブロック共重合体）
【００６６】
＜顔料分散助剤＞
（顔料分散助剤１）
１００ｍｌ三角フラスコに濃硫酸を３０ｍｌ仕込み、マグネチックスターラーで攪拌しな
がらピグメントレッド２（上記式（３）及び／又は（４）で表される化合物）を１０ｇ投
入し、室温で３０分攪拌した。１Ｌビーカーに水５０ｇと氷５０ｇの混合物を入れ、上記
の反応物をこの氷水中に注ぎ、マグネチックスターラーで３０分攪拌した。これを減圧下
で濾過・水洗し、得られた固体を乾燥させて、目的物（上記一般式（３１）及び／又は（
３２）で表される化合物：Ｍ＝Ｈ）１２ｇを得た。
（顔料分散助剤２）
フタロシアニン誘導体（商品名：ソルスパース５０００、会社名：アビシア社製）
【００６７】
＜アルカリ可溶性樹脂＞
ＢＭＭ／ＭＡＡ共重合体（ベンジルメタクリレート／メタクリル酸共重合体、理論酸価：
１２０ｍｇＫＯＨ／ｇ、重量平均分子量：２５，０００）
＜光重合性化合物＞
ＤＰＥＨＡ（ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート）
＜光重合開始剤＞
イルガキュア９０７（チバ・スペシャリティ・ケミカルズ社製、２－メチル－１［４－（
メチルチオ）フェニル］－２－モルフォリノプロパン－１－オン）
＜有機溶剤＞
ＰＧＭＥＡ（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート）
【００６８】
実施例１～７及び比較例１～６
＜ブラックマトリックス用着色組成物＞
表１の組成の混合物を、ビーズミルで、４０～５０℃の温度で３時間混練し、実施例１～
７及び比較例１～６にかかる着色組成物を得た。なお、組成を表す数値の単位は、質量部
である。
【００６９】
実施例８～１４及び比較例７～１２
＜ブラックマトリックス用レジスト組成物＞
上記着色組成物と他の材料とを表２の組成になるように高速攪拌機を用いて均一に混合し
た後、孔径３μｍのフィルターでろ過し、実施例８～１４及び比較例７～１２のブラック
マトリックス用レジスト組成物を得た。
組成を表す数値の単位は、質量部である。
【００７０】
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【表１】

【００７１】
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【表２】

【００７２】
（評価方法）
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下記評価を行い、結果を表３及び表４に示した。
＜流動性＞
上記実施例、比較例の着色組成物及びレジスト組成物について、それぞれガラス瓶に採り
、密栓し室温で１日保存した後、Ｂ型粘度計（トキメック社製）を用いて２５℃における
粘度［ｍＰａ・ｓ］を測定し、流動性を評価した。
【００７３】
＜分散安定性＞
上記実施例、比較例の着色組成物及びレジスト組成物について、それぞれガラス瓶に採り
、密栓し室温で１日保存した後の２５℃の粘度［ｍＰａ・ｓ］、４０℃において７日保存
した後の粘度［ｍＰａ・ｓ］を、Ｂ型粘度計（トキメック社製）を用いて測定した。分散
安定性は、（４０℃において７日保存した後の粘度）／（室温で１日保存した後の粘度）
を求め、評価した。
【００７４】
＜レジストパターンの光学濃度（ＯＤ値）＞
各レジスト組成物をスピンコーターにて膜厚１μｍとなるようにガラス基板上に塗布し、
１００℃で３分間プレベークした後、高圧水銀灯で露光し、更に２３０℃で３０分間ポス
トベークを行い、ベタ部のみで形成されたブラックレジストパターンを得た。得られた各
ベタ部のブラックレジストパターンの光学濃度（ＯＤ値）をマクベス濃度計（ＴＤ－９３
１、商品名、マクベス社製）で測定した。
【００７５】
＜レジストパターンの抵抗値＞
上記の方法で得られたブラックレジストパターンの表面抵抗値を抵抗測定器（Ｒ８３４０
／８３４０Ａ、商品名、アドバンテスト社製）で測定した。
【００７６】
＜塗膜色相＞
上記の方法で得られたブラックレジストパターンの色相を目視にて観察し、色相を評価し
た。
【００７７】
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【表３】

【００７８】
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【表４】

【００７９】
実施例１～７に係るブラックマトリックス用着色組成物は、初期粘度が低く、分散安定性
に優れていた。実施例８～１４に係るブラックマトリックス用レジスト組成物は、初期粘
度、分散安定性、光学濃度（ＯＤ値）及び抵抗値のすべてに優れており、黒の塗膜色相が
得られた。一方、比較例７、１０、１１は、初期粘度が高く、分散安定性も悪いものとな
った。また、比較例８、９は、光学濃度（ＯＤ値）低いものとなった。また、比較例１２
は抵抗値が低いものとなった。
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【産業上の利用可能性】
【００８０】
本発明のブラックマトリックス用着色組成物は、液晶表示素子等のカラーフィルターのブ
ラックマトリックス形成に好適に使用できる。
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